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市
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
平
成
21
年
度
に
つ
い
て
は
、

限
ら
れ
た
予
算
で
、
予
定
ど
お
り

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
面
で
は
、
景

気
後
退
に
よ
る
厳
し
い
経
済
情
勢

の
影
響
か
ら
、
法
人
市
民
税
が
平

成
20
年
度
に
比
べ
て
大
幅
に
減
収

と
な
り
、
市
税
全
体
を
み
て
も
対

前
年
度
比
を
か
な
り
下
回
る
減
収

と
な
り
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
は
減
収
と
な
り
ま

し
た
が
、
平
成
20
年
度
交
付
額
は

交
付
税
検
査
に
お
け
る
錯さ

く

ご誤
額
約

6
億
8
千
万
円
が
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
こ
の
錯
誤
分
を
除
い
て
比

較
す
る
と
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
国
の
経
済
対

策
に
よ
る
臨
時
交
付
金
あ
る
い
は

定
額
給
付
金
事
業
補
助
金
、
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
な
ど
の
事
業
増
に

よ
り
、
大
幅
な
収
入
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
県
支
出
金
は
、
平
成
20
年
度
に

お
い
て
、
え
の
き
茸
種た

ね
き
ん菌
培
養
施

設
の
整
備
事
業
補
助
金
の
収
入
が

あ
っ
た
た
め
、
平
成
21
年
度
は
大

幅
な
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
諸
収
入
は
、
平
成
20
年
度
に
鉄

道
・
運
輸
機
構
か
ら
の
渇
水
対
策

補
償
金
の
収
入
が
あ
っ
た
た
め
、

大
幅
な
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
厳
し
い
経
済
状
況
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
最
大
限
財
源
の
確
保
に

努
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
歳
出
面
で
は
、
歳
入
と
の
関
連

に
よ
る
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
、

国
の
補
正
予
算
に
伴
う
経
済
対
策

交
付
金
お
よ
び
平
成
21
年
8
月
の

豪
雨
災
害
に
伴
う
災
害
復
旧
事
業

費
の
増
、
障
害
者
福
祉
費
や
老
人

医
療
費
な
ど
の
社
会
保
障
関
係
費

の
増
、
小
・
中
学
校
の
耐
震
補
強

工
事
お
よ
び
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
整
備
事
業
費
の
増
な
ど
、
予

算
の
柱
と
し
た
「
医
療
」
「
子
育

て
」
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
『
市
民
の

生
活
対
策
』
を
見
据
え
た
、
ソ
フ

ト
重
視
の
予
算
を
実
現
す
る
た
め
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
子

ど
も
た
ち
の
た
め
の
環
境
整
備
、

地
域
の
活
性
化
、
産
業
・
都
市
基

盤
の
整
備
な
ど
、
市
民
生
活
に
直

結
す
る
事
業
を
重
点
的
に
実
施
し

ま
し
た
。

　
各
事
業
は
、
基
本
構
想
の
都
市

像
と
し
て
定
め
た
、
「
緑
豊
か
な

ふ
る
さ
と
　
文
化
が
香
る
元
気
な

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
推
進

し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
捉
え
、
事
業
の
執
行
に
当
た
っ

て
は
、
「
住
民
の
福
祉
の
増
進
に

努
め
る
と
と
も
に
、
最
小
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
」
と
い

う
地
方
自
治
の
理
念
に
基
づ
き
、

効
率
的
か
つ
合
理
的
な
事
業
執
行

を
進
め
、
地
方
交
付
税
の
見
通
し

が
不
透
明
な
中
、
財
政
の
弾
力
性

を
確
保
し
な
が
ら
、
財
政
健
全
化

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

歳出総額
204億6,644万円

前年度対比103.2％
（６億3,405万円増）

　一般会計の決算は、４億1,058万余円の黒字（前年度対比１１８．０％、6,265万余
円の増）となりました。
　翌年度へ繰り越すべき財源は、繰越明許費で１億2,901万余円となり、翌年度
へ繰り越すべき財源を差し引いた実質収支額は、２億8,156万余円の黒字（前年
度対比105．１％、1,369万余円の増）となりました。

一般
会計

平
成
21
年
度

決
算

全14会計すべて黒字決算となりました

市　債   18億1,085万円８.7％

県支出金　９億7,146万円4.7％
繰入金　９億　934万円4.4％
諸収入　８億3,677万円4.0％

その他　10億3,618万円　4.9％

地方消費税交付金
4億4,445万円2.1％

繰越金
３億4,793万円1.7％

公債費
24億2,468万円11.8％

教育費　17億5,826万円　8.6％

衛生費　16億2,298万円　7.9％

農林水産業費　９億2,758万円　4.5％
消防費　６億8,996万円　3.4％
その他　9億8,277万円　4.9％

繰越明許費
１億2,901万円

実質収支額
２億8,157万円

市
民
一
人
当
た
り
で
は
、

　
歳
入
総
額　

４５
万
５
７
２
０
円

　

歳
出
総
額　

４４
万
６
７
５
８
円

平
成
２１
年
度
末
の
※
人
口
（
４
万
５
８
１
１
人
）
で
計
算

地方交付税
60億5,678万円29.0％

（前年度比２億9,810万円減）

民生費
45億9,961万円22.5％

（前年度比２億5,772万円増）

総務費
40億5,668万円19.8％

（前年度比１億5,719万円増）

土木費
34億　391万円16.6％

（前年度比３億6,261万円増）

市　税
55億7,685万円26.7％

（前年度比２億3,482万円減）

国庫支出金
28億8,641万円13.8％

（前年度比15億6,230万円増）

※１万円未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。
※平成21年度末の人口は国勢調査を基にした数字です。

特集

前年度対比103.5％
（６億9,670万円増）

歳入総額
208億7,702万円


